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光渦は位相特異点を持つ光波の総称[1-3]であり、螺旋状波面に由来する軌道角運動量と環状強度分布

を持つ。光渦パルスを高粘性物質からなる薄膜に照射すると、融解した薄膜がレーザーの前方散乱力と

キャビテーションによって起こるリコイル圧によって、光渦の暗点に向かって質量移動するとともに軌

道角運動量を受取り、自転しながら直進的に飛翔運動するジェットに変形する(図 1)。このような現象を

用いると、従来のパターニング技術を超えた新しい質量転写法が提案できる。われわれは、これを光渦レ

ーザー誘起前方転写法と呼ぶ。 

本発表では、水の 1000倍の粘度を有する高粘性液膜、金薄膜をターゲットにして、光渦レーザー誘起

前方転写法が創るジェットの可視化を行った。実験には、液膜の吸収帯に相当する波長 532nm のパルス

レーザー(パルス幅~2ns)を用いた。レーザー光を空間光位相変調器と 1/4 波長板を用いて波面と偏光を変

調して光渦へ変換し、レンズで薄膜に集光した。照射パルスエネルギーは 57µJであった。また、ジェッ

トの飛翔の様子は高速度カメラ(100ns/frame)で撮影した。詳細は当日の講演で発表する。 
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Fig. 1 光渦によってできたジェット((a)高粘性液膜、(b)金薄膜の)ダイナミクス。 
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